
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】神秘性に富み、年月が経過しても変色すること

のない仏像体およびこのような仏像体を収納した仏壇を

提供することである。

【解決手段】クリスタルの柱体１２と、柱体の内部に三

次元レーザー装置によって彫り込まれた仏像１４とを備

えていることを特徴とする仏像体１０が提供される。好

ましくは、仏像体は、柱体の底部及び／又は頂部に配置

され、柱体を下方及び／又は上方から照らし出す光源部

１６を備えている。また、仏像体が収納される仏壇２０

が提供される。

【選択図】図４
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【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
ク リ ス タ ル の 柱 体 と 、
　 前 記 柱 体 の 内 部 に 三 次 元 レ ー ザ ー 装 置 に よ っ て 彫 り 込 ま れ た 仏 像 と を 備 え て い る こ と を
特 徴 と す る 仏 像 体 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 柱 体 の 底 部 及 び ／ 又 は 頂 部 に 配 置 さ れ 、 前 記 柱 体 を 下 方 及 び ／ 又 は 上 方 か ら 照 ら し 出
す 光 源 部 を 更 に 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 仏 像 体 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 仏 像 体 が 収 納 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 仏 壇 。
【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 考 案 は 、 仏 像 体 お よ び 該 仏 像 体 を 収 納 し た 仏 壇 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 仏 壇 に は 通 常 、 各 宗 派 に 対 応 し て 用 意 さ れ た 仏 像 が 安 置 さ れ て い る 。 こ の よ う な 仏 像 は
、 木 に よ っ て 形 成 さ れ て い る も の が 一 般 的 で あ る 。
【 考 案 の 開 示 】
【 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し な が ら 、 木 の 仏 像 は 、 神 秘 性 に 乏 し く 、 年 月 を 経 る と 変 色 す る な ど の 課 題 が あ っ
た 。 本 考 案 は 、 こ の よ う な 状 況 に 鑑 み て 案 出 さ れ た も の で あ っ て 、 神 秘 性 に 富 み 、 年 月 が
経 過 し て も 変 色 す る こ と の な い 仏 像 体 お よ び 該 仏 像 体 を 収 納 し た 仏 壇 を 提 供 す る こ と を 目
的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 願 請 求 項 １ に 記 載 の 仏 像 体 は 、 ク リ ス タ ル の 柱 体 と 、 前 記 柱 体 の 内 部 に 三 次 元 レ ー ザ
ー 装 置 に よ っ て 彫 り 込 ま れ た 仏 像 と を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 願 請 求 項 ２ に 記 載 の 仏 像 体 は 、 前 記 請 求 項 １ の 仏 像 体 に お い て 、 前 記 柱 体 の 底 部 及 び
／ 又 は 頂 部 に 配 置 さ れ 、 前 記 柱 体 を 下 方 及 び ／ 又 は 上 方 か ら 照 ら し 出 す 光 源 部 を 更 に 備 え
て い る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 願 請 求 項 ３ に 記 載 の 仏 壇 は 、 前 記 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 仏 像 体 が 収 納 さ れ て い る こ
と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 考 案 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 考 案 の 仏 像 体 に よ れ ば 、 神 秘 性 に 富 ん だ 、 見 栄 え の よ い 仏 像 体 が 提 供 さ れ る 。 ま た 、
光 源 部 を 用 い て 下 方 及 び ／ 又 は 上 方 か ら 仏 像 体 を 照 ら し 出 す こ と に よ り 、 神 秘 性 を 一 層 高
め る こ と が で き る 。 さ ら に 、 本 考 案 の 仏 像 体 を 仏 壇 に 収 納 す る こ と に よ り 、 仏 壇 に も 、 神
秘 性 を 漂 わ せ る こ と が で き る 。
【 考 案 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 次 に 、 図 面 を 参 照 し て 、 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 の 形 態 に 係 る 仏 像 体 に つ い て 詳 細 に 説 明
す る 。 図 １ は 、 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 の 形 態 に 係 る 仏 像 体 を 示 し た 斜 視 図 で あ る 。 図 １ に
お い て 全 体 と し て 参 照 符 号 １ ０ で 示 さ れ る 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 の 形 態 に 係 る 仏 像 体 は 、
ク リ ス タ ル の 柱 体 １ ２ の 内 部 に 形 成 さ れ た 仏 像 １ ４ を 備 え て い る 。 な お 、 柱 体 １ ２ は 、 純
度 の 高 い 透 明 な も の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
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　 仏 像 １ ４ は 、 三 次 元 レ ー ザ ー 彫 刻 装 置 （ 図 示 せ ず ） を 用 い て 、 柱 体 １ ２ の 内 部 に 彫 り 込
ま れ る 。 仏 像 １ ４ を 彫 り 込 む の に 用 い ら れ る 三 次 元 レ ー ザ ー 彫 刻 装 置 は 、 公 知 の も の を 使
用 し て よ い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 三 次 元 レ ー ザ ー 彫 刻 装 置 に よ る 彫 刻 は 、 以 下 の よ う に 行 わ れ る 。 ま ず 、 仏 像 を デ ザ イ ン
し て 、 仏 像 の 各 部 の 三 次 元 位 置 （ ｘ ， ｙ ， ｚ ） デ ー タ を コ ン ピ ュ ー タ に 読 み 込 む 。 次 い で
、 彫 り 込 む た め の 適 切 な レ ー ザ ー 光 線 の 圧 力 と 速 度 を 選 択 し て 、 三 次 元 レ ー ザ ー 彫 刻 装 置
に 仏 像 の 各 部 の 三 次 元 位 置 デ ー タ を 送 出 す る 。 そ し て 、 三 次 元 レ ー ザ ー 彫 刻 装 置 を 作 動 さ
せ て 、 仏 像 の 各 部 の 三 次 元 位 置 デ ー タ に 合 わ せ て レ ー ザ ー 光 線 を 照 射 し て 、 仏 像 を 彫 り 込
む 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 好 ま し く は 、 仏 像 体 １ ０ は 、 柱 体 １ ２ の 底 部 に 配 置 さ れ 、 柱 体 １ ２ を 下 方 か ら 照 ら し 出
す 光 源 部 １ ６ を 更 に 備 え て い る 。 光 源 部 １ ６ は 、 Ｌ Ｅ Ｄ （ 発 光 ダ イ オ ー ド ） を 用 い て も よ
く 、 或 い は 白 熱 電 球 な ど を 用 い て も よ い 。 図 ３ は 、 光 源 と し て Ｌ Ｅ Ｄ を 用 い た 場 合 の 一 例
を 示 し た 断 面 図 で あ る 。 図 ３ に お い て 、 参 照 符 号 １ ６ ａ 、 １ ８ ａ 、 １ ８ ｂ 、 １ ８ ｃ 、 １ ８
ｄ 、 １ ８ ｅ 、 １ ８ ｆ は 、 光 源 部 １ ６ の 頂 部 に 設 け ら れ た 開 口 、 Ｌ Ｅ Ｄ 基 板 、 Ｌ Ｅ Ｄ 、 配 線
、 抵 抗 器 、 リ ー ド 線 、 電 源 コ ー ド を そ れ ぞ れ 表 し て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 ４ は 、 仏 像 体 １ ０ が 収 納 さ れ る 仏 壇 ２ ０ を 示 し て い る 。 図 ４ に お い て は 、 仏 像 体 １ ０
の 高 さ は 、 仏 壇 ２ ０ の 内 部 高 さ の ほ ぼ 半 分 程 度 で あ る が 、 仏 像 体 の １ ０ の 高 さ を 仏 壇 ２ ０
の 内 部 高 さ と 同 程 度 に し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 考 案 は 、 以 上 の 考 案 の 実 施 の 形 態 に 限 定 さ れ る こ と な く 、 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 に
記 載 さ れ た 考 案 の 範 囲 内 で 、 種 々 の 変 更 が 可 能 で あ り 、 そ れ ら も 本 考 案 の 範 囲 内 に 包 含 さ
れ る も の で あ る こ と は い う ま で も な い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 例 え ば 、 前 記 実 施 の 形 態 で は 、 柱 体 １ ２ が 円 柱 体 で 形 成 さ れ て い る が 、 柱 体 を 図 ５ （ １
０ ′ ； 仏 像 体 、 １ ２ ′ ； 柱 体 ） に 示 さ れ る よ う に 半 円 柱 体 で 形 成 し て も よ く 、 ｎ 角 柱 体 （
ｎ ≧ ３ ） で 形 成 し て も よ い 。 ま た 、 前 記 実 施 の 形 態 で は 、 光 源 部 １ ６ が 柱 体 の 底 部 に 設 け
ら れ て い る が 、 光 源 部 １ ６ を 柱 体 の 頂 部 に 設 け て も よ く 、 或 い は 、 柱 体 の 底 部 と 頂 部 の 両
方 に 設 け て も よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ５ 】
【 図 １ 】 本 考 案 の 好 ま し い 実 施 の 形 態 に 係 る 仏 像 体 を 示 し た 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の 仏 像 体 の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 光 源 部 の 内 部 を 示 し た 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 仏 像 体 が 収 納 さ れ て い る 仏 壇 を 示 し た 正 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 柱 体 が 半 円 柱 体 で 形 成 さ れ て い る 変 形 例 を 示 し た 斜 視 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 １ ０ 、 １ ０ ′ 　 仏 像 体
　 １ ２ 、 １ ２ ′ 　 柱 体
　 １ ４ 　 仏 像
　 １ ６ 　 光 源 部
　 １ ８ ｂ 　 Ｌ Ｅ Ｄ （ 発 光 ダ イ オ ー ド ）
　 ２ ０ 　 仏 壇
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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